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中間建屋ドレン（非管理区域）

Ａ／Ｂ使用済燃料ピットクーラ補機冷却水ドレン

Ａ／Ｂ余熱除去クーラ補機冷却水ドレン

Ａ／Ｂ格納容器スプレイクーラ補機冷却水ドレン

ほう酸回収装置冷却水ドレン

非再生クーラ冷却水ドレン

格納容器給気ユニットドレン

空調用冷水膨張タンクドレン

８／３０に放射性物質が検出されないことを確認した上で、
Ｂ系の各機器の補機冷却水を排水

補助建屋機器ドレン（管理区域）

通常約450cpmから約2,000cpmに上昇
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  タービンサンプ水モニタ等指示上昇について

通常約120cpmで
変化なし

通常約550cpmから

約950cpmに上昇
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　【タービンサンプ水等へ排水を行なった各機器内に残留している
　 補機冷却水の放射能濃度を分析】
（分析結果）
○Ｂ余熱除去クーラの補機冷却水でコバルト５８が検出されたこと
　 から、クーラ内部に放射性物質が入り込んだ可能性がある。

○その他機器（Ｂ使用済燃料ピットクーラ、Ｂ格納容器スプレクーラ）
　 の補機冷却水からは、放射性物質は検出されていない。

各機器内の補機冷却水の放射能濃度測定の再測定

８／３０の状況

非管理区域の排水受入口
を、スミア測定した結果、
異常はなかった
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